
４

次
の

―
線
部
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

□
(1)

雨
で
水
か
さ
が

増
す
。

□
(2)

辺
境
の
地
を
お
と
ず
れ
る
。

□
(3)

ク
ラ
ス
の

士
気
を
高
め
る
。

□
(4)

家
族
が

食
堂
に
集
ま
る
。

□
(5)

神
社
の

境
内
。

□
(6)

お
寺
の

本
堂
で
話
す
。

□
(7)

バ
ス
の

運
転
士
。

□
(8)

都
市
の
人
口
が

急
増
す
る
。

⎣――⎡　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

増 境

境14
【

】
キ
ョ
ウ

（
ケ
イ
）

辺
境

心
境

境け
い

内だ
い

辺
境
の
地
を
お
と
ず
れ
る
。

増14
【

】
ゾ
ウ

増
加

増
進

急
増

都
市
の
人
口
が
急
増
す
る
。

さ
か
い

ま
―
す

ふ
―
え
る

ふ
―
や
す

漢
字

【
部
首
】

画
数

読
み

熟じ
ゅ
く

語ご

と
使
い
方

練

習

筆　
　

順

字
の
成
り
立
ち

湯
を
沸わ

か
す
鍋な

べ

の
上
に
重
ね
ら
れ
た
蒸む

し
器き

と
、
湯
気
と
土
で
、
増
や
す
こ
と

を
表
す
。

音
と
人
で
、
歌
の
区
切
り
を
表
し
、
土

が
つ
い
て
、
さ
か
い
、
境
界
を
表
す
。

下を小さく

右
上
へ
は
ら
う はらう はねる

長
く 堂

堂11
【

】
ド
ウ

本
堂

食
堂

堂
々

家
族
が
食
堂
に
集
ま
る
。

土

け
む
り
が
高
い
窓ま

ど

か
ら
出
て
い
く
様
子

と
土
で
、
高
い
建
物
を
表
す
。

と
め
る

士

【

】
士3
シ

兵
士

士
気

運
転
士

ク
ラ
ス
の
士
気
を
高
め
る
。

士

十
と
一
で
、
仕
事
の
で
き
る
人
物
の
こ

と
。

上
を
長
く

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

堂
・
境
・
増
・
士

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

1

第

回
1

し
、す

。

境境境

湯し
器

を
表

境境
はらう

い
窓ま建

物SaSSSSaSSSaaSaSaSaa
mpmmpmpmmmm

SaSaSaSa
mp
le

mmmpmpmpmpmpmpmpppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppp
e

す
鍋
す
鍋な

べ
な

の
上
に
重
ね

の
上
に

湯
気
と
土
で

気
と
土
で

音
と
人
で
、
歌
の
区
切
り

音
と
人
で
、
歌
の
区

が
つ
い
て
、
さ
か
い
、
境
界

て
、
さ
か
い
、a
p empmp
堂堂

plepppl
堂lelel堂堂堂plepleplplepleplplpleeeeeeeeeeeeeeel
堂堂ee
け
む
り

け
む
り

と
土
で
、

と
土
で

l堂ple
る



５

□
(8)

ド
ウ
ド
ウ
と
し
た
態た
い

度ど

。

□
(9)

シ
ン
キ
ョ
ウ
に
変
化
が
生
じ
る
。

□
(10)

健
康
の

ゾ
ウ
シ
ン
に
努
め
る
。

□
(11)

リ
キ
シ
と
腕う
で

相ず
も
う撲
を
す
る
。

□
(12)

学
生

シ
ョ
ク
ド
ウ
。

□
(13)

さ
か
い
め
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

□
(14)

体
重
が

ふ
え
る
。

□
(15)

大
学
を
出
て

ガ
ク
シ
と
な
る
。

□
(16)

食し
ょ
く

欲よ
く

が

ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
状じ
ょ
う

態た
い

大
学
を
卒
業
し
た
人

(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(16)

□
(1)

好
成せ
い

績せ
き

に

ゾ
ウ
チ
ョ
ウ
す
る
。

□
(2)

キ
ョ
ウ
カ
イ
セ
ン
を
決
め
る
。

□
(3)

外
国
人
の

ヘ
イ
シ
。

□
(4)

野
菜
を

ゾ
ウ
リ
ョ
ウ
す
る
。

□
(5)

イ
チ
ド
ウ
に
会
す
る
。

□
(6)

み
ん
な
の

シ
キ
が
高
ま
る
。

□
(7)

寺
院
の

ホ
ン
ド
ウ
。

つ
け
あ
が
る
こ
と

ひ
と
つ
の
場
所
。
ひ
と
つ
の
建
物

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)

次
の

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
も
ひ
ら

が
な
で
正
し
く
送
り
な
さ
い
。

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

堂
・
境
・
増
・
士

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

2

第

回
1

□

生

シ
め

る
。

ガ
ク
シ

し
ょ
く

送
り
が
な
も
ひ
ら

Sa
mp
le

mp
S

□□
(12)(

□□
(13)(1

さ
か
さ

□
(14)(

体
重
が

体
重
が

ふ
え
ふ

epplmpmmmm



６

次
の

―
線
部
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

□
(1)

夢
中
に
な
っ
て
本
を
読
む
。

□
(2)

夫
婦
で
公
園
を
散
歩
す
る
。

□
(3)

三
十
歳さ
い

で

妻
を
め
と
る
。

□
(4)

あ
れ
こ
れ

夢
想
す
る
。

□
(5)

容
量
が
足
り
な
い
。

□
(6)

デ
パ
ー
ト
の

婦
人
服
売
り
場
。

□
(7)

妻
子
と
は
な
れ
て
暮
ら
す
。

□
(8)

立
体
の

容
積
を
求
め
る
。

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

容

【

】

夢妻婦

夢13
【

】

夢
中

悪
夢

夢
想

夢
中
に
な
っ
て
本
を
読
む
。

妻8
【

】
サ
イ

妻
子

夫
妻

愛
妻

妻
子
と
は
な
れ
て
暮く

ら
す
。

女婦11
【

】
フ

婦
人

主
婦

夫
婦

夫
婦
で
公
園
を
散
歩
す
る
。

容10
ヨ
ウ

容
器

内
容

容
積

立
体
の
容
積
を
求
め
る
。

ム

夕

ゆ
め

宀

つ
ま

女 漢
字

【
部
首
】

画
数

読
み

熟じ
ゅ
く

語ご

と
使
い
方

練

習

筆　
　

順

字
の
成
り
立
ち

枠わ
く

の
中
で
水
が
わ
き
出
る
様
子
で
、
枠

の
中
に
も
の
を
入
れ
る
こ
と
を
表
す
。

ほ
う
き
を
持
つ
女
性
の
様
子
で
、
家
事

を
す
る
女
性
を
表
す
。

か
ん
ざ
し
に
手
を
添そ

え
た
女じ

ょ

性せ
い

の
様
子

で
、
自
分
と
結け

っ

婚こ
ん

し
て
い
る
女
性
を
表

す
。

目
と
、
か
す
ん
だ
月
で
、
よ
く
見
え
な

い
こ
と
を
表
し
、
屋
根
と
ベ
ッ
ド
で
、

眠ね
む

っ
て
み
る
夢
を
表
す
。

は
ら
う

はらう

と
め
る

とめる

は
ね
る

は
ら
う

と
め
る

で
る

左
下
へ
は
ね
る

は
ら
う

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

夢
・
妻
・
婦
・
容

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

3

第

回
1

性せ
い

の性
を

す
んし

、を
表

ほ
う

を
す

妻妻妻妻妻妻
う

と

SaSaSaSaSSS
つ
女
性

つ
女
性 am

pmmmmかんざしに手を
添

か
ん
ざ
し
に
手

そ

え

で
、
自
分
と
結

で
、
自
分
と
結け

っ

婚婚こ
んん

し
て
い

し

す
。 p目といこ

と

い
こ
と

眠眠ね
む
ね
む

っ
て
み

っ
て

a
pple
夢夢

pleplepleplpleplepllelel
夢

pl
夢

plpl
夢eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
mpmm
eepppl

夢

pll
夢l夢pl

る

は
ら
う

夢

ppmpmp



□
(1)

ゆ
め
を
実じ
つ

現げ
ん

さ
せ
よ
う
。

□
(2)

母
は
専せ
ん

業ぎ
ょ
う

シ
ュ
フ
だ
。

□
(3)

田
中

フ
サ
イ
は
仲
が
よ
い
。

□
(4)

｢

大
き
い｣

は

ケ
イ
ヨ
ウ
詞し

だ
。

□
(5)

ア
ク
ム
か
ら
覚
め
る
。

□
(6)

食
品
を
別
の

ヨ
ウ
キ
に
移う
つ

す
。

□
(7)

先
生
は

ア
イ
サ
イ
カ
だ
。

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)

次
の

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
も
ひ
ら

が
な
で
正
し
く
送
り
な
さ
い
。

７

□
(8)

ビ
ヨ
ウ
と
健
康
に
よ
い
。

□
(9)

サ
イ
シ
を
養
う
。

□
(10)

話
の

ナ
イ
ヨ
ウ
が
つ
ま
ら
な
い
。

□
(11)

町
内
の

フ
ジ
ン
会
に
参
加
す
る
。

□
(12)

ま
さ
ゆ
め
と
な
っ
て
現あ
ら
わ

れ
る
。

□
(13)

つ
ま
の
買
い
物
に
つ
き
あ
う
。

□
(14)

入
れ
物
の

ヨ
ウ
セ
キ
。

□
(15)

ま
る
で

ム
ユ
ウ
病
者
の
よ
う
だ
。

□
(16)

さ
あ
、
シ
ン
プ
の
入
場
で
す
。

花
よ
め

(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(16)

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

夢
・
妻
・
婦
・
容

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

4

第

回
1

送
り
が
な
も
ひ
ら

□

さ
買
い

セ

ユ
ウ
病

Sa
mp
le

mp
epplmpmmmm

S
□□
(12)(

□□
(13)(1

つ
ま
つ

□
(14)(

入
れ
物
の

入
れ
物
の

ヨ



８

□
問
二

次
の
(1)
〜
(11)
の
各
文
の
主
語
と
述
じ
ゅ
つ

語ご

を
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ

い
。
主
語
や
述
語
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
と
き
は
、
×
で
答
え
な
さ
い
。
ま

た
、
各
文
の
基
本
型
を
、
後
の
Ａ
〜
Ｃ
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

(1)

ア
私

わ
た
し

の
イ
父
は
、
ウ
こ
の
エ
病
院
の
オ
院
長
だ
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(2)

ア
私
は
イ
毎
朝
、
ウ
八
時
に
エ
家
を
オ
出
ま
す
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(3)

ア
こ
こ
か
ら
イ
見
る
ウ
夜
景
は
、
エ
ど
こ
よ
り
も
オ
き
れ
い
だ
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(4)

ア
落
と
し
物
を
イ
交
番
に
ウ
と
ど
け
た
ら
、
エ
お
ま
わ
り
さ
ん
に

オ
ほ
め
ら
れ
た
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(5)

ア
本
当
に
イ
楽
し
か
っ
た
ね
、
ウ
み
ん
な
で
エ
行
っ
た
オ
旅
行
は
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(6)

ア
一
番
だ
、
イ
家
で
ウ
食
べ
る
エ
母
の
オ
料
理
は
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(7)

ア
君
の
イ
友
達
の
ウ
一
人
は
、
エ
ぼ
く
の
オ
弟
だ
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(8)

ア
今
朝
、
イ
買
っ
た
ば
か
り
の
ウ
赤
い
エ
服
を
オ
着
た
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(9)

ア
父
の
イ
車
の
ウ
表
面
が
エ
と
て
も
オ
な
め
ら
か
だ
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(10)

ア
ト
カ
ゲ
は
イ
体
温
を
ウ
上
げ
る
た
め
エ
日
光
を
オ
あ
び
る
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

(11)

ア
な
ん
て
イ
ざ
ら
ざ
ら
な
ん
だ
、
ウ
ね
こ
の
エ
し
た
は
。

主
語
〔　
　

〕
述
語
〔　
　

〕
基
本
型
〔　
　

〕

Ａ

何
が
―
ど
う
す
る　
　

Ｂ

何
が
―
ど
ん
な
だ

Ｃ

何
が
―
な
ん
だ

□
問
一

次
の
(1)
〜
(22)
の
各
文
の
文
の
基
本
型
は
、
ア
＝
何
が
―
ど
う
す
る
、
イ
＝

何
が
―
ど
ん
な
だ
、
ウ
＝
何
が
―
な
ん
だ
、
の
い
ず
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す

か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

(1)

い
つ
行
っ
て
も
、
兄
の
部
屋
は
き
た
な
い
。

〔　
　

〕

(2)

も
う
こ
れ
以
上
は
、
食
べ
な
い
。

〔　
　

〕

(3)

あ
の
人
は
、
ア
メ
リ
カ
人
だ
そ
う
だ
。

〔　
　

〕

(4)

昨
日
は
、
友
達
と
公
園
で
遊
ん
だ
。

〔　
　

〕

(5)

向
こ
う
に
見
え
る
の
が
、
東
京
タ
ワ
ー
だ
。

〔　
　

〕

(6)

こ
こ
か
ら
の
な
が
め
は
、
と
て
も
き
れ
い
だ
。

〔　
　

〕

(7)

そ
れ
は
、
明
る
い
月
夜
の
こ
と
で
し
た
。

〔　
　

〕

(8)

こ
の
町
も
、
昔
は
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

〔　
　

〕

(9)

オ
オ
カ
ミ
が
遠
く
で
ほ
え
る
。

〔　
　

〕

(10)

太
陽
の
光
が
ま
ぶ
し
い
。

〔　
　

〕

(11)

争
い
の
原
因
は
、
心
の
ま
ず
し
さ
だ
。

〔　
　

〕

(12)

今
日
の
給
食
は
、
シ
チ
ュ
ー
だ
。

〔　
　

〕

(13)

山さ
ん

頂ち
ょ
う

で
美
し
い
日
の
出
を
な
が
め
る
。

〔　
　

〕

(14)

岬み
さ
き

で
は
こ
の
季
節
、
風
が
強
い
。

〔　
　

〕

(15)

気
に
な
っ
た
文
章
を
じ
っ
く
り
読
む
。

〔　
　

〕

(16)

深
夜
の
街
は
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
静
か
だ
。

〔　
　

〕

(17)

彼か
れ

は
、
数
年
か
け
て
、
ヨ
ッ
ト
で
世
界
を
一
周
し
た
。

〔　
　

〕

(18)

こ
の
本
の
持
ち
主
は
君
だ
ね
。

〔　
　

〕

(19)

子こ

供ど
も

た
ち
は
夏
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。

〔　
　

〕

(20)

次
の
大
会
に
勝
つ
の
は
ぼ
く
た
ち
だ
。

〔　
　

〕

(21)

規き

則そ
く

正
し
い
生
活
が
健
康
の
理
由
だ
。

〔　
　

〕

(22)

君
が
す
ぐ
に
気
が
つ
い
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

〔　
　

〕

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

主
語
・
述
語
・
修
飾
語

学
習
日

　
　
月

　
　
日

言
語
事
項

1

第

回
1

(4)
オ
ほア

本
番

イ
友

買
っ

主表
面主

は

体

(

ア
な

て
は
ま
り
ま

な
い
。

〔

〕〕

Sa
mp
le

mpaSaS
((6)(7)(7)

ア
君

(8)

アア
今
朝
、

今
朝

(9)(9)

アア
父
のの
イイ

〔〔〔〔〔

〕

〔〔

〕

〔〔

〕〕

〔〔

〕

〔〔

〕〕

〔

〕〕

〔

〕〕〕〕〕



９

□
問
二

次
の
(1)
〜
(13)
の
各
文
の

線
部
の
文
節
は
、
ア
＝
主
語
、
イ
＝
述
語
、

ウ
＝
修
飾
語
の
ど
れ
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

(1)

エ
ジ
ソ
ン
は
、
世
界
的
に
有
名
で
す
。

〔　
　

〕

(2)

晴
れ
る
で
し
ょ
う
、
明
日
は
き
っ
と
。

〔　
　

〕

(3)

明
日
か
ら
、
学
校
が
始
ま
り
ま
す
。

〔　
　

〕

(4)

私
よ
り
、
弟
の
ほ
う
が
泣
き
虫
だ
。

〔　
　

〕

(5)

楽
し
い
ね
、
今
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
。

〔　
　

〕

(6)

家
に
は
、
母
が
い
ま
す
。

〔　
　

〕

(7)

山
田
さ
ん
こ
そ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
る
べ
き
だ
。

〔　
　

〕

(8)

寒
い
ぞ
、
建
物
の
外
は
。

〔　
　

〕

(9)

お
ば
で
す
、
あ
の
女
の
人
が
。

〔　
　

〕

(10)

家
族
も
、
い
っ
し
ょ
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

〔　
　

〕

(11)

ゴ
ー
ゴ
ー
と
、
風
が
強
く
ふ
い
て
い
る
。

〔　
　

〕

(12)

友
達
と
ね
、
昨
日
公
園
で
遊
ん
だ
よ
。

〔　
　

〕

(13)

守
り
ま
す
よ
、
彼
は
子
供
と
の
約
束
は
。

〔　
　

〕

(12)

ま
る
で
ア
さ
っ
き
イ
初
め
て
ウ
会
っ
た
エ
人
の
よ
う
だ
。

〔　
　

〕

(13)

ぼ
く
た
ち
の
ア
旅
は
イ
ど
こ
ま
で
も
ウ
果
て
し
な
く
エ
続
く
。〔　
　

〕

(14)

次
の
ア
各
文
か
ら
イ
主
語
と
ウ
述
語
を
エ
ぬ
き
出
し
な
さ
い
。
〔　
　

〕

(15)

そ
の
ア
背せ

の
イ
高
い
ウ
人
の
エ
か
げ
に
オ
か
く
れ
た
。

〔　
　

〕

(16)

深
海
の
ア
巨き

ょ

大だ
い

な
イ
生
物
の
ウ
生せ

い

態た
い

を
エ
研
究
す
る
。

〔　
　

〕

(17)

た
ぶ
ん
ア
こ
の
イ
問
題
な
ら
、
ウ
君
に
も
エ
で
き
る
だ
ろ
う
。
〔　
　

〕

(18)

お
つ
か
い
に
ア
弟
を
イ
行
か
せ
る
の
は
、
ウ
ち
ょ
っ
と
エ
心
配
だ
。〔　
　

〕

□
問
一

次
の
(1)
〜
(18)
の
各
文
の　

　
　

で
囲
ん
だ
文
節
が
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
部
分
を
、

そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

(3)

た
と
え
ア
結
果
が
イ
悪
く
て
も
ウ
私
は
エ
泣
い
た
り

オ
し
ま
せ
ん
。

〔　
　

〕

(1)

も
う
ア
少
し
イ
塩
を
ウ
加
え
た
エ
ほ
う
が
オ
い
い
。

〔　
　

〕

(2)

青
っ
ぽ
い
ア
大
き
な
イ
魚
が
ウ
海
面
に
エ
顔
を
オ
出
し
た
。
〔　
　

〕

(4)

早
朝
か
ら
ア
林
で
イ
ウ
グ
イ
ス
が
ウ
美
し
い
エ
声
で
オ
鳴
き
出
し
た
。

〔　
　

〕

(5)

か
わ
い
ら
し
い
ア
小
鳥
が
イ
巣
箱
の
ウ
中
に
エ
た
ま
ご
を
オ
産
ん
だ
。

〔　
　

〕

(6)

あ
の
ア
チ
カ
チ
カ
イ
光
る
ウ
虫
が
エ
ホ
タ
ル
だ
と

オ
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

〔　
　

〕

(7)

こ
こ
に
ア
管
理
人
に
イ
無む

断だ
ん

で
ウ
自
転
車
を
エ
と
め
る
と

オ
お
こ
ら
れ
ま
す
。

〔　
　

〕

(8)

お
そ
ら
く
ア
明
日
の
イ
午
前
中
に
は
ウ
検け

ん

査さ

の
エ
結
果
が

オ
出
る
だ
ろ
う
。

〔　
　

〕

(10)

ゆ
っ
く
り
ア
海
辺
を
イ
走
る
ウ
こ
の
エ
バ
ス
が
オ
好
き
で
す
。〔　
　

〕

(9)

こ
の
ア
青
く
イ
す
ん
だ
ウ
空
を
エ
大
切
に
オ
し
よ
う
。

〔　
　

〕

(11)

い
つ
か
は
ア
ど
こ
か
で
イ
落
ち
着
こ
う
と
ウ
二
人
で
エ
話
し
合
っ
た
。

〔　
　

〕

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

主
語
・
述
語
・
修
飾
語

学
習
日

　
　
月

　
　
日

言
語
事
項

2

第

回
1

次
修
飾ジ

ソる
でら

弟
の今

日い
まキ

は

あ
の
女

、
い
っ

ゴ
ー
ゴ

2) (

は

い
い
。

〕

に
エ

い

ま

Sa
mp
le

mp□□問二ウaaSaSS
(1)(2)(2

晴

(3)(3

明
日

(4)(4)

私
よ
り

私

(5)5)

楽
し
い
ね

楽

(6)

家
に
は

家
に
は
、
母

(7)(7

山
田
さ
ん
こ

山
田
さ
ん

(8)(8)

寒
い
ぞ

寒

9)

e
た
り

〔〔

〕

た

〔pl
オ
鳴
き
出
し
た
。

鳴
き
出
し
た
。

〔〔

〕〕

mp
オ
産
ん
だ
。
だ
。

〔

〕〕〕


